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山形県無形文化財として指定された板締小絣の機織り（白たか織にて）
　日本最北端の産地・本町の白鷹紬は「北限の絣」といわれます。一反の中に200以上もの絣文様が折り込まれる紬は、
熟練した織手でも一日に30センチ織るのが限界ということ。工房には、等間隔に響く機織りの音ととともに、ときおり

入る細やかな手業の静寂が交互に訪れ、築かれてきた長い歴史の一端を感じることができました。
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板
締
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伝
統
的
�
技
�
後
世
�
�

　

本
場
米よ

ね

琉り
ゅ
う（
白
鷹
板い

た

締じ
め

小こ

絣が
す
り

）が

山
形
県
無
形
文
化
財（
無
形
第
２
号
）に
指
定

　

平
成
19
年
12
月
25
日
、
本
場
米
琉
白
鷹
板
締
小
絣
が
山
形

県
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
平
成
18
年
度

よ
り
、
県
で
は
板
締
小
絣
の
文
化
や
技
術
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
、
そ
の
価
値
の
大
き
さ
が
認
め
ら
れ
、
伝
統
技
術
を
後

世
へ
伝
承
す
べ
き
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
14
日
に
は
、
パ
レ
ス
松
風
に
て
、
県
無
形
文
化
財
指

定
記
念
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
賓
、
関
係
者
の
出
席

の
も
と
、
そ
の
名
誉
あ
る
指
定
を
喜
び
、
板
締
小
絣
の
技
術

と
質
の
高
い
白
鷹
紬
の
未
来
永え
い
ご
う劫
の
繁
栄
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。

深
山
和
紙�
昭
和
53
年
指
定
�
無
形
第
�
号
��
次
�
�
�

白
鷹
町
�
�
二
�
目
�
指
定

古
�
人
�
�
�
暮
�
�
�
映
�
二
�
�
技
�
�未
来
�

�



　　 広報しらたか　2008.3.12●3

◆
板
締
小
絣
と
は
…

　

白
鷹
板
締
小
絣
は
、
精
巧
な
板

締
染
め
に
よ
っ
て
織
り
出
さ
れ
る

小
絣
模
様
の
織
物
で
、
全
国
的
な

名
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
独
特
の
技
法
は
、
ほ

か
に
東
京
の
村
山
大
島
紬
の
み
に

伝
わ
る
伝
統
的
技
術
で
す
。

　

絣
の
文
化
・
技
術
は
、
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
経
て
沖
縄
に
伝
わ
り
、

徐
々
に
北
上
し
ま
し
た
。
や
が
て

白
鷹
に
も
伝
わ
り
、
よ
り
細
や
か

な
絣
文
様
と
生
産
効
率
を
求
め
た

末
、「
板
締
め
に
よ
る
絣
糸
の
染
め

付
け
技
法
」
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

◆
県
が
指
定
す
る
文
化
財

　

山
形
県
で
は
、
山
形
県
文
化
財

保
護
条
例
に
よ
り
、
県
内
に
存
す

る
文
化
財
の
う
ち
県
に
と
っ
て
重

要
な
も
の
を
「
山
形
県
指
定
文
化

財
」
と
し
て
保
護
し
て
い
ま
す
。 

　

そ
の
中
で
、
無
形
文
化
財
と
は
、

演
劇
・
音
楽
・
工
芸
技
術
な
ど
の

古
く
か
ら
伝
わ
る
技
術
そ
の
も
の

の
こ
と
で
す
。
指
定
に
至
っ
た
場

合
、
こ
の
技
術
を
現
在
伝
え
て
い

る
人
や
団
体
は
「
保
持
者
」「
保
持

団
体
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
第
１
号
が
、
昭
和
53
年
に
指

定
さ
れ
た
本
町
の
深
山
和
紙
（
保

持
団
体　

深
山
手
漉
和
紙
技
術
保

存
会
）
で
す
。

◆
無
形
文
化
財
に
な
る
意
義

　

高
度
な
特
色
あ
る
製
織
技
術
に

よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
白
鷹
板
締
小

絣
。
そ
の
製
法
は
織
物
技
術
史
の

上
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
、
織

繊細さが求められる
絣板への糸巻き

物
は
芸
術
的
価
値
が
高
い
と
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
使
用

す
る
糸
の
生
産
か
ら
織
出
ま
で
ほ

と
ん
ど
一
貫
し
て
、
地
元
農
家
で

つ
く
ら
れ
る
原
料
が
用
い
ら
れ
ま

し
た
。
製
造
も
す
べ
て
地
元
職
人

の
伝
統
道
具
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
、

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
山
形
県
の

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
芸
術
的
価
値
の

高
い
伝
統
的
な
技
術
を
永
く
保
存

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

数
ミ
リ
の
溝
が
何
本
も
彫
ら
れ

た
一
対
の
絣
板
に
糸
を
巻
き
、
重

ね
て
強
く
締
め
つ
け
て
染
料
を
か

け
る
通
称
「
ぶ
っ
か
け
染
め
」。溝

の
部
分
だ
け
が
染
め
ら
れ
、
美
し

く
緻ち

密み
つ

な
絣
文
様
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
た
め
の
糸
が
で
き
あ
が
る

の
で
す
。

板の溝の部分に染料が
入り、糸が染まる

▲山形県指定無形文化財となった白鷹板締小絣の
技術を保持する「本場米琉（白鷹板締小絣）技術
保存会」に対して、認定書が交付されました。

板の締め付けが甘け
れば糸は染まらない

染め上がった糸は上気し、
絣糸に生まれ変わる
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白
鷹
紬
の
歴
史

　

白
鷹
町
の
絹
織
物
の
歴
史
は
、
１

７
７
６
年
（
安
永
４
年
）
の
上
杉
鷹

山
の
殖
産
興
業
政
策
に
発
祥
し
ま
す
。

漆
・
桑
・
楮こ

う
ぞ

が
の
植
栽
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
元
禄
以
来
、
最
上
川
舟

運
に
よ
り
日
本
海
各
地
や
京
都
・
大

坂
の
情
報
を
得
て
い
た
白
鷹
・
長
井

地
方
の
商
人
農
民
は
養
蚕
の
有
利
性

を
知
り
、
桑
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

１
８
２
７
年
（
文
政
10
年
）
に
は
、

米
沢
藩
全
体
の
蚕
利
の
６
割
を
占
め

ま
し
た
。

　

養
蚕
が
盛
ん
に
な
る
と
製
糸
・
織

物
に
発
展
。
白
鷹
・
長
井
の
商
人
農

民
は
、
外
部
か
ら
の
技
術
導
入
に
も

積
極
的
で
、
越
後
か
ら
縮ち

ぢ
み

師し

を
招
い

て
総そ

う
し
ょ
く織

を
習
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、

縦た
て
じ
ま縞

の
織
り
方
を
取
得
し
、
１
８
２

４
年
に
は
高
橋
二
右
ヱ
門
が
経
糸
の

紬
絣
を
織
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

農
家
で
は
繭ま

ゆ

を
取
り
、
そ
の
中
の

屑く
ず

繭
・
玉
繭
を
原
料
に
紬
糸
を
紡
ぎ
、

農
閑
期
に
家
庭
で
「
真
綿
↓
糸
紡
ぎ

↓
撚ね

ん

糸
↓
染
色
↓
製
織
」
の
過
程
を

自
分
で
行
い
紬
織
物
を
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
の
技
術
も
先せ

ん
か
く覚

者
の
指
導
に

よ
っ
て
進
歩
し
、
幕
末
に
は
「
長
井

紬
」
の
名
で
広
く
全
国
に
販
売
さ
れ

た
の
で
す
。

　

明
治
19
年
に
入
り
、
品
質
向
上
の

た
め
招
い
た
指
導
者
か
ら
紬
織
り
の

高
度
な
技
術
を
習
い
、
絣
模
様
の
大

小
、
精せ

い

粗そ

を
自
在
に
織
り
出
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
括く

く

◆
指
定
ま
で
の
動
き

　

白
鷹
町
無
形
文
化
財
（
昭
和
52

年
７
月
指
定
）
の
本
場
米
琉
は
、

約
２
０
０
年
も
の
間
、
地
域
の
人

び
と
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
古
来
か
ら
伝
わ
る

技
術
は
、
伝
統
あ
る
工
芸
品
と
し

て
も
高
く
評
価
さ
れ
、
全
国
で
注

目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
生
活
様

式
も
徐
々
に
変
化
し
、
和
装
、
紬

の
需
要
も
低
下
。
生
産
者
も
廃
業

・
休
業
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

し
た
。

　

近
年
、
そ
の
価
値
を
再
認
識
し
、

将
来
に
わ
た
り
残
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
社
会
気
運

が
盛
り
上
が
り
、
町
に
対
し
て
も

多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
12
月
に
は
、
置
賜
純
伝

統
織
物
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
に

よ
り
「
米
琉
、
板
締
染
色
、
織
物

の
要
望
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
平
成
17
年
２
月
、

白
鷹
町
教
育
委
員
会
は
富
山
弘
基

さ
ん
（
日
本
染
織
文
化
協
会
副
会

長
）
と
と
も
に
山
形
県
教
育
委
員

会
へ
要
望
書
を
提
出
し
、
県
無
形

文
化
財
指
定
に
向
け
て
の
具
体
的

な
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
18
年
と
19
年
に
は
「
白
鷹
町

重
要
事
業
要
望
書
」
の
一
つ
と
し

て
、
県
へ
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
生
産
者
の
間
で
も
、
こ

れ
ま
で
受
け
継
い
で
き
た
技
術
を

伝
承
し
て
い
く
に
は
、
自
ら
の
研

究
・
研け

ん
さ
ん鑽

、
連
帯
、
そ
し
て
保
存

伝
承
し
て
い
く
意
識
の
高
揚
が
必

要
で
あ
る
と
の
合
意
が
な
さ
れ
、

「
本
場
米
琉
（
白
鷹
板
締
小
絣
）

技
術
保
存
会
」
が
設
立
し
ま
し
た

（
平
成
19
年
４
月
）。

　

山
形
県
は
、
生
産
者
や
業
界
関

係
者
、
そ
し
て
町
か
ら
の
要
望
と

熱
意
を
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め
、
文
化

財
に
つ
い
て
の
調
査
を
開
始
し
ま

し
た
。
工
程
の
分
析
、
文
献
の
研

究
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で

し
た
。
一
方
で
、
昨
年
夏
に
は
、

白
鷹
紬
の
良
さ
を
知
り
、
そ
し
て

伝
統
継
承
の
危
機
を
だ
れ
よ
り
も

案
じ
て
い
た
清
水
と
き
さ
ん
（
日

本
き
も
の
文
化
協
会
会
長
）
か
ら
、

山
形
県
へ
の
要
望
書
提
出
と
い
う

心
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
要
望
活
動
や

調
査
を
経
て
、
平
成
19
年
11
月
、

山
形
県
文
化
財
保
護
審
議
会
に
お

い
て
、
県
指
定
無
形
文
化
財
に
す

る
よ
う
県
教
育
委
員
会
に
答
申
が

な
さ
れ
、
同
年
12
月
、
本
場
米
琉

（
白
鷹
板
締
小
絣
）
は
山
形
県
の

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

日本きもの文化協会会長
清水ときさん

小
絣
を
伝
承
し
て
い
る
産
地
は
皆
無
に
等
し
い
…

　
　

た
く
さ
ん
の
声
、
そ
し
て
想
い
が

指
定
に
向
け
た
動
き
に
つ
な
が
っ
た

指
定
記
念
祝
賀
会
の
様
子米沢織物工業協同組合理事長

・嵐田道雄さんからの祝辞

功労者として中川喜市さんら
５人に感謝状が贈られました

出席者全員で、板締小絣の伝
承・発展を祈念し乾杯

白鷹町重要事業要望書

として県に提出
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り
染
め
で
し
た
が
、
白
鷹
町
の
小
耕

模
様
の
「
蚊
絣
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

明
治
36
年
に
入
り
、
荒
砥
の
五
十

嵐
利
作
ら
が
よ
り
鮮
明
な
絣
模
様
が

で
き
、
量
産
も
で
き
る
板
絣
染
め
を

足
利
で
取
得
し
ま
し
た
。
板
絣
染
め

は
そ
の
後
、
白
鷹
・
長
井
で
広
く
行

わ
れ
、
本
場
米
琉
の
名
で
大
島
紬
に

似
た
風
合
い
を
持
つ
紬
織
り
と
し
て

好
評
を
得
た
の
で
す
。

　

大
正
末
期
か
ら
昭
和
の
初
期
に
、

男
物
の
着
尺
の
お
召
が
流
行
し
、
三

百
亀き

っ

甲こ
う

の
「
白
鷹
お
召
」
が
注
目
さ

れ
ま
し
た
。「
鬼お

に
し
ぼ皺

」
と
い
う
布
面
の

大
き
な
皺し

ぼ

が
特
徴
で
、
一
般
の
お
召

に
比
べ
て
皺
が
か
な
り
大
き
い
も
の

で
す
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
で
一
時
休
業
し
、

終
戦
後
す
ぐ
に
復
興
し
ま
し
た
。
昭

和
40
年
に
は
長
井
で
は
絣
板
大
工
が

い
な
く
な
り
、
括
り
染
め
方
式
で
の

大
柄
物
の
み
が
残
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
白
鷹
町
で
は
小
絣
を
中
心
と
す

る
お
召
の
生
産
に
重
点
を
置
き
、
古

い
伝
統
を
継
承
し
た
の
で
す
。

　

こ
こ
１
０
０
年
間
は
、
板
締
染
色

法
に
よ
る
精
緻
な
絣
構

成
を
一
貫
し
て
行
っ
て

き
ま
し
た
。
現
在
で
は

ほ
か
に
、
村
山
大
島
紬

（
東
京
都
）
だ
け
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
製

法
、
品
質
の
高
さ
か
ら
、

こ
れ
ほ
ど
純
粋
に
古
来

の
技
法
を
守
り
、
生
か

さ
れ
て
い
る
織
物
産
地

は
ほ
か
に
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

本場米琉（白鷹板締小絣）技術保存会

　会長　小松紀夫さん（小松織物工房）

　このたび当技術保存会は、無形文化
財の保持団体として認定いただきまし
た。古の人びとの技術の高さは計りし
れません。その一部分しか継いでいな
い現代のわたしたちですが、少しでも
忠実に受け継いでいきたいと思います。
また、伝統技術は持っていても、それ
を生かし、わたしたちもまた生きてい
かなければなりません。後継者の育成
はもちろんですが、さらに研究を重ね
皆さんに望まれる作品をつくり、県指
定の無形文化財を守っていきたいと考
えています。

【染　色】中川　喜市
　　　　小松　紀夫
　　　　佐藤　定敏
　　　　佐藤　新一
　　　　小松　寛幸
【板大工】川野　　明
【製　織】大滝　栄子
　　　　金子　敬子
　　　　佐藤　恵子
　　　　安部　孝子
　　　　今野　裕子
　　　　竹田壽美枝

（敬称略）

技術保存会会員

精
せい

緻
ち

な絣の原点を支える

絣
かすり

板
ばん

大
だい

工
く

　白鷹紬の最大の特徴が、亀甲・十字・蚊文などの

精巧緻密な小絣模様。そして、この細かな絣糸をつ

くり出すのが板締染色による絣つけです。織物の仕

上がり文様が設計図として描かれ、それに合わせて

数ミリの溝が彫られる絣板。乾燥などで狂わないよ

う、絣つけ作業のときに沸騰した染液をかけても伸

び縮みしないよう、熟練の技で彫り上げられたもの

です。この絣板をつくるのが絣板大工です。

　白鷹町では、この絣板大工がいなくなった時期が

ありました。絣板は消耗品であり、長く持っても10

年とのこと。今ある絣板がなくなれば、板締小絣の

歴史は終わってしまうという状況でした。

　そこで白羽の矢が立ったのが川野明さん。一級建

具技能士として建具業に携

わる川野さんは、小さいこ

ろから木材に触れ、木の性

質・性格を知り尽くす職人

です。突然の話で、初めは

かなり迷いもあったとのこ

と。しかし、板がなくなれば小絣は途絶えるという

ことで、使命感に駆られ手掛けるようになりました。

板締めの伝統を守ろうと、これまで培った建具の技

術を生かしながら、見事な絣板を彫り上げています。

　川野さんが救った絣板、そして白鷹紬。この技術

をまた次の世代に伝えることが、必要であり、地域

の課題です。

　絣板大工、絣糸染め付け職人、織手、養蚕農家…

どれ一つ欠けても小絣は成り立ちません。それぞれ

の伝統と技、心がつながれ、これからも「本場米琉」

の歴史は永く紡がれていきます。

▲

かつて絣板大工の
手となって溝を刻ん
だシャクリカンナ

▲絣板と染め上げら
れた絣糸

自分の持つ建具の技術
を伝統のために生かせ
ればと話す川野さん

精緻な絣糸によって、よりしなやか
な風合いを表す白鷹お召

桑、蚕、イタヤカエデ、藍や紅、

そして小絣に携わる人びと…

すべての魂が注がれ、

　　　　　　お召という形になる
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平成20年度

『移動年金相談日』のごあんない

　　　〈相談日〉　　

　　　 　　　
　　　 　　　
　　　
　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　　　午後１時～１時30分
　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～
　　●会　　場　中央公民館第１・２研修室（２階）
　　※会場は都合により館内別室になる場合がありま
　　　す。ロビーの案内板をご確認ください。
　　●内　　容　年金のことならなんでも
　　■主　　催　米沢社会保険事務所
　　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

平成20 ４月 23日（水） 10月 22日（水）
５月 28日（水） 11月 26日（水）
６月 25日（水） 12月 24日（水）
７月 23日（水）平成21 １月 28日（水）
８月 27日（水） ２月 25日（水）
９月 24日（水） ３月 25日（水）

国民年金に関するお問い合わせは

町民税務課戸籍年金係
（☎85－6129）まで

二�

�

�

十
歳
�
�
�
�
�
国
民
年
金

学
生
�
�
�
�
�
�

�
学
生
納
付
特
例
申
請
�

　

学
生
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

本
人
の
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
学
生
は
…

　

大
学
（
大
学
院
）・
短
大
・
高
等

学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
・
各
種
学
校
（
修
業
年
限
が
１

年
以
上
の
課
程
）
に
在
学
す
る
20

歳
以
上
の
学
生
で
、
前
年
所
得
が

１
１
８
万
円
以
下
の
か
た
。

＊
年
度
途
中
で
20
歳
を
迎
え
、
納

　

付
特
例
を
希
望
す
る
学
生
さ
ん

　

は
、
20
歳
の
誕
生
日
以
降
早
め

　

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
は
…

　

住
所
地
の
市
区
町
村
役
場
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

（
コ
ピ
ー
可
）

・
年
金
手
帳

・
印
鑑（
本
人
が
署
名
す
れ
ば
不
要
）

☆
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
し
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

☆
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
含

ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

�
毎
年
申
請
�
必
要
�
�
�

　

平
成
19
年
度
学
生
納
付
特
例
を

受
け
て
い
て
、
平
成
20
年
度
も
引

き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ

れ
る
学
生
さ
ん
は
、
新
た
に
「
国

民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申

請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
前
年

の
所
得
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
は
４
月
１
日
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

※
今
春
卒
業
予
定
の
皆
さ
ん
へ
…

　

引
き
続
き
第
１
号
被
保
険
者
で

保
険
料
納
付
が
困
難
な
か
た
は
、

免
除
制
度
・
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
月
�
�
�

保
険
料
�
変
�
�
�
�

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成

17
年
４
月
か
ら
各
年
度
ご
と
、

基
本
額
が
月
額
で
２
８
０
円
ず

つ
（
20
年
度
は
３
１
０
円
）
引

き
上
げ
と
な
り
、
平
成
29
年
度

以
後
は
月
額
１
万
６
９
０
０
円

で
固
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
（
国
民
年
金
法
第
87
条

第
３
項
関
係
）。

国民年金保険料は、
14,100円（19年度）に310円加算となり、

20年４月より14,410円となります。
（年間の納付額は172,920円）

国
民
年
金

�
�
知
�
�

　

日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
満
20
歳
に
な
っ
た
と
き
か

ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
を
納
め
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

春です。

国民年金を通して考えて

みませんか、自分の将来

のこと。ネッキーでした！

※納付方法は口座振替をお勧めしていま
す。方法によっては割引もあります。



　　 広報しらたか　2008.3.12●7

　やまがた花回廊キャンペーンは今年で２年目を迎えます。開催期間は４月
から６月までの３カ月間で、この期間中は、ＪＲ東日本の支援により、首都
圏や隣県などからのお客さまが多数いらっしゃいます。そこで地域の皆さん
には、身近なところから花を飾っていただいたり、道を聞かれたときには丁
寧に応対していただくなど、おもてなしの心で迎えていただければ幸いです。
「春はサクラ。」わが町の古典桜をぜひ紹介してください。

もうすぐ、花咲く季節ですね。

■問い合わせ　産業振興課観光交流係（☎85-6136）

春
�
古
典
桜
�
�
�
�
�
�

桜まつり高玉芝居公演

●開催日　４月26日（土）午後６時30分～
●場　所　釜の越農村公園

さくら回廊そぞろ歩き

●開催日　４月22日（火）～29日（火・祝）
　　　　　午前10時～（26･28日は中止）
●コース　鮎貝駅集合～十二の桜～薬師桜～釜
　　　　　の越桜～蚕桑駅解散
■問い合わせ　白鷹町観光協会（☎86-0086）

花ウオーク古典桜コース

●開催日　４月26日（土）午前10時～午後４時
●コース　蚕桑駅集合～釜の越桜・薬師桜～十
　　　　　二の桜～奨学桜～子守堂の桜～鮎貝
　　　　　駅（全長　10㎞）
●参加費　200円
●定　員　100人
●申込先　産業振興課観光交流係（☎85-6136）
●締め切り　４月18日(金)まで
●注意点
・昼食・飲料水・雨具・タオルなどは各自でご
　持参ください。
・イベント中は損害保険に加入していますが、
　応急手当以外の責任は負いません。

駅長オススメ小さな旅

●開催日　４月28日（月）
　　　　　午前10時～午後２時35分
●コース　蚕桑駅～釜の越桜～薬師桜～十二の
　　　　　桜～奨学桜～子守堂の桜～赤坂の薬
　　　　　師桜～四季の郷駅
●会　費　300円
●交　通　山形鉄道フラワー長井線をご利用く
　　　　　ださい。
■申込・問い合わせ　赤湯駅（☎0238-43-2009）
　

多彩な列車でやまがた花回廊を巡ろう

★こがね花回廊号（こがね車両）
　４月５日（土）・６日（日）（新潟～米沢～新潟）
★風っこ花回廊号（風っこ車両）
　４月19日（土）・20日（日）・26日（土）・27日（日）
　（米沢～長井～米沢～荒砥）
★花回廊号（58.28系気動車）
　６月14日（土）・15日（日）・21日（土）・22日（日）
　（米沢～荒砥～赤湯～米沢）
※指定席は、ＪＲみどりの窓口、びゅうプラザ、
　旅行会社で取り扱っています。
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１　事業の概要

17 年度 18 年度 比較

給水人口 16,234 人 16,023 人 △ 211 人

年間総給水量 1,684,279 m3 1,700,942 m3 16,663 m3

1 日当り平均給水量 4,614 m3 4,660 m3 46 m3

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 16 年度 17 年度 18 年度

総資産 3,625,483 3,607,885 3,583,517

負債 25,922 21,496 21,539

資本 3,599,561 3,586,389 3,561,978

累積欠損金 （＊ 1） 0 0 0

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 16 年度 17 年度 18 年度

総収入 （＊ 2） 353,146 343,962 346,986

経常損益 38,703 50,541 46,190

当期損益 37,079 50,118 45,677

減価償却前当期損益 145,876 162,951 160,766

３　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 16 年度 17 年度 18 年度 備　考

出資金 （＊ 3） 9,344 610 649
簡易水道建設改良
元金

補助金 （＊ 4） 1,845 1,998 1,937
高料金対策、 簡易
水道改良利子など

負担金 （＊ 5） 8,367 13,505 13,839
消火栓設置費、 公
衆水呑み栓など

繰出し金 （＊ 6） 0 0 0

うち基準内繰出 0 0 0

うち基準外繰出 0 0 0

合　計 19,556 16,113 16,425

４　企業債等の残高 （単位：千円）

区　分 16 年度 17 年度 18 年度

企業債 （うち公的資金）
1,908,059

（1,908,059）
1,837,034

（1,837,034）
1,759,004

（1,759,004）

５　職員給与の状況（18 年度決算） （単位 ： 千円、 ％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率

（B/A）

301,310 38,159 12.7

職員給与
費の状況

職員数（A） 給料 手当 計（B）
1 人当り給
与費（A/B）

5 人 19,003 9,948 28,951 5,790

６　公共料金等の状況（18年度家庭用:１カ月当り） （単位：円、税含み）

基本料金
口径 13mm 口径 20mm

従量料金
1 m3～ 50 m3 51 m3

840 1,050 157.5 189

公営企業及び第三セクターの
財務状況をお知らせします

公営企業
　白鷹町の地方公営企業の事業数は、地方公営企業法を適用していない事業も含めると、７
事業あります。特に、水道事業、病院事業などの公営企業及びこれに準ずる事業として下水
道事業について、財務・給与等の情報を公開します。

水　道　事　業

　水道事業については、道路改良工事などに伴う配水管の
新設及び設置替え工事を行うとともに、浄水場設備の一部
更新を実施しました。健康で文化的な生活を支える基幹事
業として、健全経営に配慮しながら給水サービスの向上に
努めます。

７経営改革の推進状況

取り組み内容 18 年度までの実績

民間委託の導入 処理場の運転管理 ・ 保守点検， マンホー
ルポンプ施設管理業務委託、 使用料徴収
事務

組織･体制の見直し 建設課と上下水道課を統合、 下水道管理
係 ・ 下水道工務係を下水道係に統合

収益増加の取り組み 水洗化率の向上、 下水道普及相談員を設
置し、 未加入世帯への戸別訪問、 加入促
進

経費の節減等 制度改正による経費削減
未収金の徴収

【用語解説】
＊１　累積欠損金…各事業年度の営業活動の結果生じ

た欠損金が、多年度にわたって累積したもの。貸借対

照表上の利益剰余金のマイナスとして表示されます。

＊２　総収入…売上高＋営業外収益＋特別利益

＊３　出資金…地方公営企業法第18条に基づき、地方

公共団体の一般会計等から公営企業の特別会計に出資

されたもので、公営企業の自己資本金となります。

＊４　補助金…一般会計等から公営企業の特別会計へ

各種行政上の目的をもって交付される金銭的給付

＊５　負担金…一定の事業などについて公営企業を含

む特別の利益関係を有する者がその受益に応じて負担

する金銭的給付、または財政政策上その経費の負担割

合が定められている際に負担する金銭的給付

＊６　繰出し金…地方公営企業法第17条の２、第17条

の３に基づき、一般会計等から公営企業の特別会計へ

繰り出した金銭的給付。なお、「基準内繰出」とは、総

務省通知に基づく繰出し額をいい、「基準外繰出」とは、

その通知に基づかない繰出し金をいいます。

７経営改革の推進状況

取り組み内容 18 年度までの実績

民間委託の導入 浄水場の運転管理、 定期メーター検針、 料金
調停業務、 配水管漏水等の修理業務、 水質
検査業務

組織･体制の見直し 建設課と上下水道課を統合、 水道業務係 ・ 給
水係･水道施設係を水道係に統合、 職員１人減
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病　院　事　業

　病院事業は、平成16年度に地方公営企業法の全部適用を
行い、効率的経営、患者サービスの充実を図ってきました。
しかし、医師確保が非常に厳しい状況にあり、平成16年度
から産科診療を断念、婦人科診療が週２日に、平成18年度
から整形外科について常勤医が確保できず週２日診療にな
りました。
　新病院建設から10年目を迎え、医療機器などの更新や修
繕が増えています。人間ドック施設の充実などを図ってお
り、今後とも戦略的かつ効率的な経営に取り組んでいきま
す。

３　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 16 年度 17 年度 18 年度

総資産 3,331,292 3,239,945 3,192,457

負債 119,319 47,077 53,574

資本 3,211,973 3,192,868 3,039,859

累積欠損金 （＊ 1） 116,493 98,046 97,668

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 16 年度 17 年度 18 年度

総収入 （＊ 2） 1,194,168 1,161,189 1,183,063

経常損益 34,502 18,446 379

当期損益 34,502 18,446 379

減価償却前当期損益 104,149 100,962 84,315

４　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 16 年度 17 年度 18 年度 備　考

出資金 （＊ 3） 5,000 5,000 5,000 建設改良元金

補助金 （＊ 4） 22,000 5,600 10,800
研究研修費、 共
済組合追加費用

負担金 （＊ 5） 163,000 169,400 184,200
経営基盤強化、
救急医療確保

繰出し金 （＊ 6） 0 0 0

うち基準内繰出 0 0 0

うち基準外繰出 0 0 0

合　計 190,000 180,000 200,000

５　企業債等の残高 （単位 ： 千円）

区　分 16 年度 17 年度 18 年度

企業債
（うち公的資金）

1,733,888
（1,733,888）

1,671,014
（1,671,014）

1,594,625
（1,594,625）

６　職員給与の状況 （18 年度決算） （単位 ： 千円、 ％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率

（B/A）

1,182,683 661,475 55.9

職員給与
費の状況

職員数（A） 給料 手当 計（B）
1人当り給与
費（B/A）

60 人 256,635 201,847 458,482 7,641

７経営改革の推進状況

取り組み内容 18 年度までの実績

民間委託の導入 医療事務、 警備夜間休日受付、 清掃、 機器保
守点検、 給食調理

収益増加の取り組み 嘱託徴収員の配置、 人間ドック事業の充実

組織･体制の見直し 公営企業法全部適用、 在宅支援室の設置

その他 医療情報システムの整備拡張

経費節減等の効果額 職員１人減、 カルテの電子化による紙 ・ Ｘ線写真
現像費用などの削減　12,276 千円

公共下水道事業

　下水道事業は、平成20年度で「全町下水道整備構想中期
計画」に基づく計画区域の管路整備が完了する予定ですが、
区域拡大による流入水量の増加など新たな施設整備の課題
もあります。今後も下水道事業を健全にしていくために、
維持管理費の縮減と資本費の適正管理に努め、戸別訪問な
どによる水洗化率の向上に取り組みながら、計画的な整備
を図ります。
１　事業の概要

17 年度 18 年度 比較

水洗化人口 7,081 人 7,332 人 251 人

水洗化率 77.4% 78.1% 0.7%

整備率 85.1% 88.1% 3.0%

２　経営状況 （単位 ： 千円）

項　目 16 年度 17 年度 18 年度

収　　入 （A） 900,510 899,996 915,732

うち下水道使用料 128,037 131,432 132,878

うち国庫補助金 130,000 114,000 120,000

うち地方債 121,700 162,600 187,100

うち一般会計繰入金 435,765 434,345 441,315

支　　出 （B） 886,263 885,995 904,405

うち事業費 313,372 292,557 294,081

うち元利償還金 488,319 511,734 505,005

収支差引（A）―（B） 14,247 14,001 11,327

３　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 16 年度 17 年度 18 年度 備　考

出資金 0 0 0

補助金 0 0 0

負担金 0 0 0

繰出し金 （＊ 6） 435,765 434,345 441,315

うち基準内繰出 211,709 193,532 235,885

うち基準外繰出 224,056 240,813 205,430

合　計 435,765 434,345 441,315

４　企業債等の残高 （単位 ： 千円）

区　分 16 年度 17 年度 18 年度

企業債 （うち公的資金）
4,624,895

（4,624,895）
4,442,654

（4,442,654）
4,281,653

（4,281,653）

５　職員給与の状況（18 年度決算） （単位 ： 千円、 ％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率

（B/A）

904,405 32,071 3.5

職員給与
費の状況

職員数（A） 給料 手当 計（B）
1人当り給
与費（B/A）

4 人 15,497 6,699 22,196 5,549

６　公共料金等の状況 （18 年度家庭用 ： １カ月当り） （税含み）

基本料金
基本排除汚水量 10 m3

従量料金
10 m3～

1,680 円 168 円／m3

１　事業の概要

診療科目 内科、外科、整形外科、婦人科、皮膚科 病床数 70 床

組織概要 病院事業管理者－院長－ （診療部、 看護部、 事務局）

その他 救急指定、 人間ドック、 健康診断

２　事業状況

16 年度 17 年度 18 年度

患者数

入院 21,188 21,137 21,046

外来 63,599 61,824 54,989

計 84,787 82,961 76,035

病床利用率 82.9 82.7 82.4
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第三セクター
　白鷹町の第三セクターは、町の施策と密接に連
携しながら、地域づくりや公共施設の管理など公
共サービスの提供主体として重要な役割を担って
きました。しかし、社会経済状況の変化に伴い、
大変厳しい経営状況となっている第三セクターも
あることから、その役割を再確認し、町の関与の
あり方、経営形態の見直しなど検討を行うととも
に、町民の皆さまに積極的に経営状況などの情報
を公開していきます。本町の第三セクターは、財
団法人 ｢白鷹町アルカディア財団」、白鷹町土地開
発公社、有限会社「ケイエスしらたか」となって
います。

１　第三セクターの概要

設立年度 昭和 62 年

住　　　所 白鷹町大字十王 5687 番地 8

事業内容
パレス松風、勤労者総合福祉センター、情報センター、
町営バス、 ふるさと森林公園の管理運営

基本財産 1 億円
うち町の出
捐金　9500
万円 （95％）

主な出捐者 （JA 山形おき
たま、森林組合、町商工会）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 16 年度 17 年度 18 年度

総資産 184,206 179,379 175,668

負債 102,331 109,189 109,644

（うち借入金） （73,000） （82,000） （82,000）

資本 81,875 70,190 66,024

累積欠損金 18,125 29,810 33,975

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 16 年度 17 年度 18 年度

総収入 419,324 391,496 384,408

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（53,557） （51,297） （44,919）

経常損益 △ 14,683 △ 11,686 △ 4,165 

当期損益 △ 14,683 △ 11,686 △ 4,165 

減価償却前当期損益 △ 14,683 △ 11,686 2,021 

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢
平均年収
（千円）

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

15 人 （3 人） ― 64

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

28 人 （0 人） 41 歳 3,130

財団法人「白鷹町アルカディア財団」

１　第三セクターの概要

設立年度 昭和 49 年

住　　　所 白鷹町大字荒砥甲 833 番地

事業内容 宅地造成、 公有地等取得

基本財産 500 万円 うち町の出資金　500 万円 （100％）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 16 年度 17 年度 18 年度

総資産 172,773 153,340 160,318

負債 147,888 29,903 29,920

（うち借入金） （15,000） （0） （0）

資本 24,885 123,437 130,398

累積欠損金 0 0 0

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 16 年度 17 年度 18 年度

総収入 8,571 147,544 61,463

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（2,000） （2,000） （2,000）

経常損益 △ 1,206 3,996 6,960

当期損益 △ 1,206 98,553 6,960

減価償却前当期損益 △ 1,206 98,553 6,960

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢
平均年収
（千円）

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

15 人 （4 人） ― 4

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

2 人 （0 人） 60 歳 1,747

白鷹町土地開発公社

１　第三セクターの概要

設立年度 平成 16 年

住　　所 白鷹町大字荒砥甲 501 番地

事業内容 病院業務支援、 介護支援、 行政事務補助支援

基本財産 300 万円 うち町の出資金　300 万円 （100％）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 16 年度 17 年度 18 年度

総資産 4,496 6,184 10,383

負債 1,496 3,184 7,379

（うち借入金） （0） （0） （0）

資本 3,000 3,000 3,000

累積欠損金 0 0 0

◇　損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 16 年度 17 年度 18 年度

総収入 38,644 70,212 72,802

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（36,828） （66,904） （72,800）

経常損益 0 88 109

当期損益 0 0 4

減価償却前当期損益 0 0 4

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢
平均年収
（千円）

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

2 人 （2 人） ― 0

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

24 人 （0 人） 36 歳 2,635

有限会社「ケイエスしらたか」

公営企業及び第三セクターの情報公開については、
白鷹町ホームページの「行財政改革」コーナーにも
掲載しています。

問い合わせ
総務政策課　総務係
☎85－6124
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●軽自動車の手続きはお済みですか？

　軽自動車税は、４月１日現在において、原動
機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車、二輪
の小型自動車に対し、その所有者に課税されま
す（地方税法第442条の２及び町税条例第70条
の規定による）。
　そのため、平成20年３月末までに廃車・名義
変更の手続きをすると、平成20年度軽自動車税
は課税されません。

●軽自動車税の減免について　　

　身体障害者のかたの軽自動車の減免は毎年
申請が必要です。平成20年度の申請の期間は、
平成20年５月中旬（納付書発送後）から納期限
（平成20年５月末日）の７日前までです。

　　　申請の際にお持ちいただくもの
　　　　　①身体障害者手帳
　　　　　②免許証
　　　　　③軽自動車税の納付書
　　　　　④印鑑

　ただし、障害の種類や等級により該当になら
ない場合もありますので、町民税務課までお問
い合わせください。

軽自動車の手続きについてのお知らせ

窓口が変わります
４月１日より、軽自動車の手続きは

町税係へお越しください
　平成20年４月１日より、軽自動車で「白鷹町」
のナンバープレート（対象：総排気量が125㏄
までの原動機付自転車、農耕用などの小型特殊
自動車）の新規登録、名義変更、廃車の手続き
は、町税係（４番受付）の窓口で行っていただ
くことになります（これまでは戸籍年金係）。
※手続きの際に持参していただくもの（変わり
ありません）
　印鑑、販売証明書、自賠責保険証書など

問い合わせ
町民税務課　町税係
☎85－6132

　近年、減少傾向にあった麻しん患者数ですが、昨
年10代から20代に流行し、多くの学校が休校を行う
などの社会混乱が見られました。麻しんワクチンを
接種していない現代の10代から20代に、罹

り

患
かん

してい
ない人が一定数いること、自然感染による免疫増強
効果が低くなったことなどから、今後の発生の可能
性も大きくなっています。
　そのため国は、予防対策として「麻しん排除計画」
を策定し、「麻しんワクチン接種１回世代」への２回
目接種を勧奨することになりました。
○対象者
　中学１年生・高校３年生に相当する年齢
＊麻しん・風しんにすでに罹患したかた及びそれぞ
　れのワクチンを２回接種したかたを除きます。
○使用ワクチン
　原則として、麻しん・風しん混合ワクチン（麻し
　んと風しんの対策を同時に行うため）

○接種期間　１年間
＊４月から６月までの３カ月間をお勧めします。
○接種方法
　接種時期になりましたら、関係書類を個人あてに
　通知します。
【麻しんについて】
　ウイルスの空気感染によって起こり、感染力が強
く、予防接種を受けないと多くの人がかかる病気で
す。主な症状は発熱、せき、鼻汁、目やに、発しん
で、合併症として脳炎、中耳炎、肺炎などがありま
す。高度のリンパ球減少も起こることもあり、免疫
不全状態が感染後数週間にわたって続くこともあり
ます。予防接種を受けて、発症を予防しましょう。
■問い合わせ
　健康福祉課　健康推進係（☎86－0210）

４月１日より、中学１年・高校３年の
「麻しん・風しん予防接種」が始まります

2111ん
この車輌が対象です
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　２月24日、スキー場まつりが開催されま
した。地元の実行委員会が中心となり、イ
ベントを企画。今年は地元青年会の皆さん
による出店やスキー連盟デモ滑走もあり、
にぎわいを見せました。朝まで積もった綿
のような雪に飛び込み、みかんを拾う子ど
もたちの姿は元気そのもの。威勢のいい掛
け声とともにつき上がったおもちは、来場
者の食欲と笑顔を誘いました。中山地区の
皆さんの力があふれるおまつりでした。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
天
�
�
突
�
上
�
�

第
26
回
白
鷹
�
�
�
場
�
�
�

　２月28日、中央公民館で、紅花の生産振
興を目的とした研修会が開催されました。
県紅花生産組合連合会などの講師２人が、
県全体の紅花生産の計画・実績や紅花の栽
培から加工までの方法などを指導。参加者
からは「薬剤を使用しない栽培方法はない
か」「ポット移植はできるのか」などの質問
が出されました。この研修で紅花の魅力を
実感した地域の皆さん。今年は作付面積を
増やしたいという声が多く聞かれました。

地
域
�
生
�
�
�地
域
�
生
�
�
最
上
紅
花

紅
�
里
白
鷹
生
産
振
興
研
修
会

　２月26日、ＪＡ山形おきたま白鷹支店で、
国際化で逼

ひっ ぱ く

迫する農業経営を理解し、打開
策を見いだそうという講演会が行われまし
た。講師の田代洋一さんは「国土存続には
食料自給率の向上が不可欠。食の二極化に
つながる格差社会を是正するため、まず子
どもたちの日本型食生活を目指し地域から
立て直していこう」と提言。農業、酪農、
商工関係などの参加者が一体となり、将来
の地域、日本を案じ考えた集会でした。

現
代
�
食
�農
業
�生
�
�
�
�
�
思
�
�
�
�
人
�
参
加

�
�
国
��
生
命
�
値
段
�
考
�
�
�講
演
会

　川崎賢司さんが、西置賜行政組合から感
謝状を受けました。１月23日、横田尻地内
にある金網の破損していた防火水槽に女子
児童が転落。川崎さんが発見し、すぐに救
助したということです。児童にけがはなく、
不幸中の幸いでした。川崎さんは「子ども
が元気だったことが一番安心したし、うれ
しいことです」と話していました。

冷
�
�
防
火
水
槽
�
�
児
童
�
救
助

川
崎
賢
司
�
��
高
玉
��
感
謝
状

芳
賀
秀
次
郎
氏
の
魂
を
歌
う

「
わ
れ
ら
愛
す
」を
歌
う
会
開
催

　

２
月
14
日
、
蚕
桑
小
学
校
音
楽

室
に
お
い
て
、「
わ
れ
ら
愛
す
」
を

習
い
、
歌
う
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
歌
は
、
横
田
尻
出
身
の
故

・
芳
賀
秀
次
郎
さ
ん
が
昭
和
28
年

に
作
詞
し
、
戦
後
の
日
本
人
を
勇

気
づ
け
る
国
民
歌
と
し
て
全
国
的

に
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
蚕
桑
小
学
校
校
歌

な
ど
を
作
曲
し
た
山
口
の
ぶ
先
生

（
横
田
尻
出
身
）
が
歌
唱
指
導
。

30
人
余
り
の
参
加
者
は
「
わ
れ
ら

愛
す
」
を
習
い
、
当
時
に
思
い
を

は
せ
、
声
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。

外
は
吹
雪
、
で
も
音
楽
室
は
や
わ

ら
か
い
歌
声
と
と
も
に
ぬ
く
も
り

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

▼
歌
う
会
で
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

頒
布
し
ま
す（
一
枚
１
０
０
０
円
）。

ご
希
望
の
か
た
は
丸
川
（
☎
85

－

３
４
４
０
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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井
市
）

２
位　

後
藤　
　

藍
（
長
井
市
）

３
位　

菅
原　

美
里
（
鶴
岡
市
）

●
中
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

青
木　

慎
介
（
東
中
）

２
位　

伊
藤　

勇
希
（
南
陽
市
）

３
位　

新
野　

央
昂
（
東
中
）

●
中
学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

後
藤　

瑞
希
（
長
井
市
）

２
位　

菅
原　

美
里
（
鶴
岡
市
）

３
位　

渋
谷　
　

愛
（
東
中
）

●
小
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

菅
原　

光
貴
（
鶴
岡
市
）

２
位　

海
老
名
健
太
（
荒
砥
小
）

３
位　

庄
司　
　

拡
（
荒
砥
小
）

●
小
学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

後
藤　
　

藍
（
長
井
市
）

２
位　

熊
坂　

美
穂
（
荒
砥
小
）

３
位　

熊
坂　

智
佳
（
荒
砥
小
）

●
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

川
井　

良
一
（
東
根
）

２
位　

山
口　

良
浩
（
荒
砥
）

３
位　

小
川　

五
郎
（
鷹
山
）

●
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

柴
田
美
恵
子
（
十
王
）

２
位　

横
山　

清
子
（
荒
砥
）

３
位　

高
山　

悦
子
（
十
王
）

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

芳
賀　

透
匡
（
長
井
市
）

　
　
　

伊
藤　

勇
希
（
南
陽
市
）

２
位　

山
口　

良
浩
（
荒
砥
）

　
　
　

加
藤　

秀
人
（
荒
砥
）

３
位　

佐
藤　

一
浩
（
蚕
桑
）

　
　
　

中
川　

春
彦
（
蚕
桑
）

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

後
藤　

瑞
希
（
長
井
市
）

　
　
　

後
藤　
　

藍
（
長
井
市
）

２
位　

柴
田
美
恵
子
（
十
王
）

　
　
　

横
山　

清
子
（
荒
砥
）

●
混
合
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

芳
賀　

透
匡
（
長
井
市
）

　
　
　

柴
田
美
恵
子
（
十
王
）

２
位　

吉
田　

武
人
（
荒
砥
）

　
　
　

後
藤　

瑞
希
（
長
井
市
）

３
位　

高
橋　

隆
之
（
荒
砥
）

　
　
　

横
山　

清
子
（
荒
砥
）

●
夫
婦
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

高
山
佳
繁
・
悦
子（
十
王
）

●
親
子
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

菅
原
晴
美
・
美
里（
鶴
岡
市
）

２
位　

菅
原
捷
治
・
光
貴（
荒
砥
）

３
位　

山
口
良
浩
・
美
希（
荒
砥
）

　

地
域
資
産
を
発
掘
し
、
地
域
を
輝
か
せ
る
た
め
に

「
最
上
川
を
世
界
遺
産
に
」
講
演
会

第
19
回
町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

３
／
２
・
荒
砥
小
学
校
体
育
館

１
位　

荒
砥
・
い
組

２
位　

荒
砥
・
ろ
組

３
位　

東
根
フ
レ
ン
ズ
・
桜

　
　
　

東
根
フ
レ
ン
ズ
・
梅

　

２
月
16
日
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

で
、「
川
が
つ
な
ぐ
ひ
と
・
も
の
・

ゆ
め
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
地
域
を
流
れ
る
最
上

川
を
見
つ
め
直
し
、
最
上
川
の
世

界
遺
産
登
録
活
動
を
県
民
レ
ベ
ル

で
理
解
し
、
広
げ
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
。

　

第
１
部
で
は
、
山
形
県
世
界
遺

産
推
進
室
の
渡
部
泰
山
室
長
、
山

口
博
之
企
画
調
査
主
査
が
、
世
界

遺
産
を
目
指
す
意
味
や
価
値
は
な

に
か
、
そ
し
て
提
案
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
訴
え
て
い
く
か
を
説
明

し
、
参
加
者
に
理
解
を
求
め
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
流
域
住
民

の
役
割
は
な
に
か
」「
登
録
に
至
ら

な
か
っ
た
と
き
、
そ
の
後
の
方
針

は
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、「
世
界
遺

産
の
た
め
に
は
す
べ
て
の
資
産
が

国
の
重
要
文
化
財
に
な
る
必
要
が

あ
る
。
そ
し
て
、
町
自
体
が
景
観

に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、

取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」

「
文
化
的
景
観
や
風
土
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
本
当
の
目
的
。

も
し
登
録
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
、

や
ま
が
た
遺
産
制
度
を
創
設
し
、

子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
た
め
の

活
動
を
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
」

と
答
え
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
広
島
大
学
の
フ

ン
ク
・
カ
ロ
リ
ン
准
教
授
が
地
球

上
の
世
界
遺
産
の
事
例
を
挙
げ
、

観
光
面
で
の
取
り
組
み
状
況
や
問

題
点
を
詳
し
く
紹
介
。
カ
ロ
リ
ン

さ
ん
は
「
登
録
さ
れ
た
世
界
遺
産

を
見
て
も
、
多
く
に
人
が
訪
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
管
理
や
交
通
な
ど

の
面
で
課
題
は
多
い
。
ひ
と
言
で

世
界
遺
産
と
言
っ
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
歴
史
や
住
む
人
び
と
が
深
く

か
か
わ
っ
て
き
た
も
の
。
登
録
は
、

単
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
で
は
な

く
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
活
動
が

試
さ
れ
、
評
価
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
挙
げ
て
の
地
道
な
努
力
が
必

要
で
す
。
長
い
目
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

昨
年
白
鷹
町
で
は
、
朝
日
町
に

か
け
て
の
最
上
川
に
、
か
つ
て
船

を
通
す
た
め
に
川
底
の
岩
盤
を
掘

削
し
た
「
舟
道
」
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す

取
り
組
み
に
大
き
な
弾
み
が
つ
き
、

ま
た
中
核
の
資
産
と
し
て
も
位
置

づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
歴
史
や
文
化
が
新

た
に
掘
り
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
を
流
れ
る
最
上
川
は
よ

り
大
き
な
価
値
を
持
ち
、
今
以
上

に
美
し
く
、
輝
き
を
放
ち
ま
す
。

世
界
遺
産
へ
の
登
録
と
い
う
大
き

な
目
標
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
「
母
な
る
川
」
と
し
て
大
切
に

し
、
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
わ
た

し
た
ち
の
で
き
る
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
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大　回　転
順位 氏名 所属 時間

小学３年以下男子
1 丸川　　瑠 鷹山小３年 37″51
2 佐藤　　陸 鮎貝小３年 39″04
3 海老名春来 鷹山小２年 41″43
4 大瀧　達徳 蚕桑小３年 41″55
5 海老名大陸 鮎貝小３年 43″42
6 新野　友介 蚕桑小 2年 45″34

小学３年以下女子
1 横山れのん 荒砥小３年 38″67
2 五十嵐千華 蚕桑小３年 42″21
3 青木　菜々 荒砥小２年 42″99
4 長谷部　慧 蚕桑小３年 46″57
5 海老名毬絵 鷹山小３年 48″11
6 村上　沙羅 東根小２年 49″06

小学４年男子
1 小形　瞭真 東根小 44″43
2 村上　魁人 東根小 47″45
3 長岡　拓海 鮎貝小 47″52
4 迎田　拓也 鮎貝小 49″28
5 梅津　宏紀 東根小 50″08
6 菅原　宏大 荒砥小 50″91

小学４年女子
1 樋口　香菜 鮎貝小 43″44
2 新野　聡子 蚕桑小 45″09
3 伊藤　　陽 荒砥小 45″32
4 小松　朱璃 荒砥小 45″38
4 齋藤　慈子 鮎貝小 45″38
6 吉村　佳奈 蚕桑小 46″38

小学５年男子
1 丸川　　丞 鷹山小 24″62
2 黒澤　瞭介 荒砥小 28″27
3 海老名　涼 鷹山小 29″47
4 安久津太成 荒砥小 29″86
5 髙橋　東躍 荒砥小 30″00
6 佐藤　和樹 荒砥小 30″03

小学５年女子
1 今野　奏鳴 蚕桑小 51″82
2 渡部　千尋 蚕桑小 52″26
3 鈴木　茜子 蚕桑小 55″70
4 渡部真理子 鮎貝小 56″35
5 渡邉　紗可 荒砥小 57″67
6 平吹　英愛 荒砥小 58″25

小学６年男子
1 渡部　功将 蚕桑小 24″45
2 関　　星河 荒砥小 24″77
3 村上　駿斗 東根小 24″87
4 寒河江大作 蚕桑小 25″30
5 板垣　稜也 蚕桑小 25″61
6 丸川賢太郎 蚕桑小 25″91

小学６年女子
1 山口　彩夏 鮎貝小 42″09
2 松木　雅子 荒砥小 48″13
3 今　明日香 鮎貝小 50″80
4 梅津　沙耶 鷹山小 51″82
5 菅間　結衣 東根小 55″70
6 岩崎　一葉 荒砥小 56″70

中学男子大回転
1 菅　　慎吾 東中３年 23″49
2 児玉　聡太 西中１年 23″87
3 片山　祥平 西中１年 24″78

中学女子大回転
1 高田ともみ 東中２年 27″74
2 金子　美咲 西中１年 27″96
3 菅　紗央莉 西中２年 28″16

壮年男子
1 漆山　健一 荒砥乙 24″67
2 今野　善則 横田尻 24″78
3 佐藤　康寛 山　口 24″79

成年男子
1 鈴木　武範 滝　野 23″54
2 渋谷　祐介 畔　藤 23″78
3 土屋　貴博 畔　藤 23″88

回　転
順位 氏名 所属 時間

中学男子回転
1 菅　　慎吾 東中３年 59″14
2 黒澤眞太朗 東中２年 1′09″13
3 田苗　真悟 西中２年 1′11″03

中学女子回転
1 佐藤　真帆 西中１年 1′14″02
2 菅　紗央莉 西中２年 1′19″89
3 高田ともみ 東中２年 2′17″55

壮年男子
1 漆山　健一 荒砥乙 1′03″95
2 佐藤　康寛 山　口 1′04″98
3 今野　善則 横田尻 1′06″00

成年男子
1 渋谷　祐介 畔　藤 57″63
2 小林　茂樹 横田尻 59″61
3 海老名　洋 滝　野 1′00″44

距　離
順位 氏名 所属 時間

小学３年以下男子
1 丸川　　瑠 鷹山小３年 5′02
2 吉田　桐麻 鷹山小３年 5′10
3 海老名春来 鷹山小２年 6′08
4 佐藤　　陸 鮎貝小３年 6′21
5 押切　剛大 荒砥小３年 6′56
6 梅津　秋平 東根小３年 7′01

小学３年以下女子
1 横山れのん 荒砥小３年 5′49
2 海老名毬絵 鷹山小３年 6′19
3 土屋　楓子 鮎貝小３年 8′14
4 丸川恵理花 蚕桑小３年 8′59
5 大嶋恵利歌 蚕桑小３年 10′11
6 五十嵐千華 蚕桑小３年 12′06

小学４年男子
1 竹田　裕道 鷹山小 4′53
2 佐藤　大志 鷹山小 5′03
3 小林　聖哉 鷹山小 5′04
4 小関　忠寛 鷹山小 5′08
5 村上　魁人 東根小 5′17
6 竹田　　快 鷹山小 5′32

小学４年女子
1 安達　愛羅 鷹山小 5′07
2 齋藤　　恵 鷹山小 5′30
3 長谷部陽香 鮎貝小 5′59
4 金田日菜子 蚕桑小 6′13
5 竹田　香澄 鷹山小 6′19
6 荒木　麗奈 鮎貝小 6′29

小学５年男子
1 丸川　　丞 鷹山小 7′03
2 長谷部祥太 鮎貝小 8′12
3 押切　紀之 荒砥小 8′37
4 海老名　涼 鷹山小 8′51
5 田苗　遼平 蚕桑小 8′52
6 白田　　匠 鮎貝小 9′13

小学５年女子
1 広川　夕季 荒砥小 9′35
2 大滝　磨奈 鷹山小 9′44
3 橋本　美穂 東根小 10′00
4 梅津　　瞳 東根小 10′04
5 今野　奏鳴 蚕桑小 10′07
6 渡部真理子 鮎貝小 10′15

小学６年男子
1 安部　大寛 鷹山小 6′27
2 村上　駿斗 東根小 6′47
3 白田　　光 鮎貝小 7′08
4 渡部　功将 蚕桑小 7′19
5 鈴木　　真 蚕桑小 7′20
6 丸川賢太郎 蚕桑小 7′28

小学６年女子
1 山口　彩夏 鮎貝小 9′00
2 大嶋　未来 鷹山小 9′18
3 梅津　沙耶 鷹山小 9′20
4 丸川あすみ 蚕桑小 9′32
5 菅野　真由 鮎貝小 9′57
6 迎田　里佳 鮎貝小 10′25

第36回白鷹町民・白鷹町小中学校スキー大会の結果 ２月17日／白鷹町営スキー場

ご
寄
付あり

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

２
月
13
日
、
花
菱
縫
製
株
式
会

社
白
鷹
工
場（
堀
内
祐
一
工
場
長
）

よ
り
、
白
鷹
町
立
病
院
に
車
い
す

１
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
車
い
す
は
、
同
社
の
社
員
の

皆
さ
ん
が
プ
ル
タ
ブ
や
ア
ル
ミ
缶

を
長
期
間
集
め
た
成
果
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
通
院
・
入
院
す
る
患

者
さ
ん
の
た
め
に
、
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
20
期
十
王
囲
碁
名
人
戦

２
／
11
・
十
王
地
区
公
民
館

１
位　

稲
葉　

昭
・
二
段
（
高
玉
）

２
位　

五
十
峯
隆
・
五
段
（
十
王
）

３
位　

村
上
辰
雄
・
二
段
（
浅
立
）

４
位　

奥
山
茂
樹
・
二
段
（
十
王
）

５
位　

守
谷
真
一
・
五
段（
荒
砥
乙
）

６
位　

菅
間
郁
男
・
初
段（
荒
砥
乙
）

※単位：1′23″45＝１分23秒45



　　 広報しらたか　2008.3.12●15

願出の種類（ケース） 対象学年 許可期間 添付書類 許可条件

①学年途中の転居転出

小学校１～５年
中学校１～２年

学期末まで
・保護者の誓約書
・学校長の意見書

通学上及び指導上支障の
ない場合に限る小学校６年

中学校３年
卒業まで

②転居予定がある場合 全学年
転居予定日の属す
る学年・学期の初
めから

転居予定年月日・物
件の所在地が確認で
きるもの

添付書類の例 
※売買契約書
※工事請負契約書
※建築確認申請書（写し）

③身体的な理由により通学
　距離を考慮しなければな
　らない場合

全学年
理由となる事実が
ある期間

医師の診断書等事由
を証明する書類

④特別支援学級への入級の
　場合

全学年
理由となる事実が
ある期間

⑤児童生徒が対人関係など
　の事情で、他の学校への
　就学を希望している場合

全学年
理由となる事実が
ある期間

学校長の意見
この場合は、教育委員会
の会議において議決を得
たもの

⑥その他教育委員会が教育
　的配慮からやむを得ない
　と認める場合

全学年
理由となる事実が
ある期間

学校長の意見
この場合は、教育委員会
の会議において議決を得
たもの

　学校教育法などの一部改正や「規制改革・民間開放の推進に関する第３次答申」に関する対処方針
などが行われています。これを受け、町教育委員会では、就学校指定の変更の要件（許可基準など）
やその手続きなどについて定めました。この規程により、転居や身体的な理由などで、ほかの学校へ
通うことができるようになります。　【平成20年４月１日より施行】

通学区域外の学校に通学するときの手続きについて
教育委員会からのお知らせ

問い合わせ
教育委員会　学校教育係

☎85－6144

　

山
形
県
が
募
集
し
た
「
や
ま
が

た
の
棚
田
20
選
」
に
、
白
鷹
町
か

ら
「
中
山
の
棚
田
」
と
「
深
山
の

棚
田
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
２
月

29
日
、
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
で
、

認
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
本
の
文
化
的
原
風

景
の
一
つ
で
あ
る
棚
田
の
魅
力
を

再
認
識
し
、
付
加
価
値
の
あ
る
資

源
と
し
て
磨
き
上
げ
、
次
代
の
子

ど
も
た
ち
に
残
し
て
い
こ
う
と
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、
県
内
47
地
区

の
団
体
が
応
募
し
ま
し
た
。
そ
の

中
か
ら
、
景
観
保
全
活
動
や
観
光

交
流
の
場
と
し
て
の
活
用
、
住
民

の
地
域
活
動
の
実
施
な
ど
を
基
準

に
審
査
・
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
や
ま
が
た
の
棚
田
20
選
」
認
定

白
鷹
町
か
ら
は
、
中
山
地
区
と
深
山
地
区

注
目
度
ア
ッ
プ
・
棚
田
地
域

�

棚
田
地
域
�
�
生
産
条
件
�
厳

�
�
�
後
継
者
不
足
�
�
�
取
�

立
�
�
�
�
農
業
�
維
持
�
集
落

�
維
持
�
�
難
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
方
�
�

近
年
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
活

動
�
�
�
交
流
�
景
観
�
保
全
�

動
�
�
�
�
�
新
�
�
社
会
的
�

�
�
�
�
当
�
�
地
域
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

白
鷹
町
�
二
�
�
地
域
�
�
�

�
�
�
美
�
�
風
景
�
保
全
�
�

�
�
�
伝
統
技
術
�
伝
承
�
農
家

�
�
�
�
�
�
農
家
民
宿
�
営
業
�

�
�
�
場
�
�
�
�
工
芸
�
�
�

�
開
催
�
�
�
活
発
�
地
域
活
動

�
行
�
�
�
�
�
�
�
�
町
�
交

流
拠
点
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
人
口
�
減
少
�
商
店
�
廃

業
�
小
学
校
�
休
校
�
�
�
山
間

部
地
域
�
特
徴
的
�
課
題
�
例
外

�
�
存
在
�
�
�
�

�

�
�
認
定
�
�
県
�
�
棚
田
�

�
�
�
�
�
広
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
単
�
�
農
業
�
農

村
�
重
要
性
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
住
�
人
�
�
�
心

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
�
�

活
力
剤
�
�
�
�
地
域
�
持
続
�

�
�
�
�
�
�
�
大
切
�
�
�
�

�
�
�
美
�
�
文
化
的
原
風
景
�

守
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　教育を取り巻く環境は大きく変化するなか、主役となる子ども
たちの生活環境も多様化し、悩みや問題を抱えるケースも多く見
られます。子どもたちの教育・成長の機会を守り、子どもたちが
より安全安心で、充実した学校生活を送れるよう、町教育委員会
と各小中学校においても積極的に取り組んでいきます。
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21
白鷹町健康増進計画

ふれあい＆生きがいづくり

　たくさんの人とふれあうことによって、喜びや楽しみが生まれます。いつ
もでも笑顔を絶やさず、いきいき・ニコニコ健康づくり！町の健康増進計画
（元気ニコニコしらたか21）では町民の元気な暮らしのために、ふれあい・
生きがいづくりを進めています。

健康のひろば

〞

女
性
の
健
康
づ
く
り
〞
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

平
成
20
年
度
か
ら
健
診
が
変
わ
り
ま
す

�

基
本
健
診
�
医
療
保
険
者
�
実
施
�
�
�
特
定
健
診
�
�

移
行
�
�
�
�
特
定
健
診
以
外
�
�
�
検
診
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
町
�
�
�
検
診
�
申
�
込
�
�
�
�
�
�
�

�
�
年
齢
�
性
別
�
�
�
�
受
診
�
�
�
検
診
�
違
�
�
�

�
�
�
詳
�
�
�
健
康
推
進
係
�
�
問
�
合
�
�
�
�
�
�
�

�

女
性
�
�
�
�
子
宮
�
�
��
乳
�
�
�
�
�
�
�

�

女
性
�
�
子
宮
�
�
検
診
��
乳
�
�
検
診
�
�
�
町
�
�

�
検
診
�
町
立
病
院
�
人
間
�
�
�
�
�
�
�
�
�
検
診
�

�
�
受
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
子
宮
�
�
�
�
子
宮
頚�
�

部
�
�
�
�
頚
�
�
�
子
宮
体

部
�
�
�
�
体
�
�
�
分
類
�
�
�
�
�
頚
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
感
染
�
発
�
�
�
関
与
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
考
�
�
�
�
�
�
�
若
�
人
�
要
注
意
�
�
�

体
�
�
�
�
閉
経
後
�
女
性
�
多
�
�
近
年
増
加
傾
向
�
�

�
�
�
�

�

�
乳
�
�
�
�
罹�

患�
�

�
�
人
�
年
�
増
加
�
�
�
�
�
女

性
�
壮
年
層
�
30
�
64
歳
�
�
�
�
�
�
�
死
亡
原
因
�
第

�
位
�
�
�
�
�
�
�
�
閉
経
前
�
30
歳
代
�
�
増
�
始
�
�

40
歳
代
後
半
�
罹
患
率
�
最
�
高
�
�
�
�

�
�
30
歳
�
�
�
�
�
�
乳
�
�
�
自
己
検

診
�
行
�
�
�
�
40
歳
以
上
�
�
�
�
定
期

的
�
�
�
�
�
�
�
�
検
診
�
受
�
�
�
�

�
大
切
�
�
�

「
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
」
は
、

定
期
検
診
で
早
期
発
見
し
、
早
期
治
療
を
！

�
問
�
合
�
�

�

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
�
☎
86

�

�
�
�
�
�

健
康
な
暮
ら
し
の
た
め
に
�

〞

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で

が
ん
ば
�
て
い
ま
す
〞

　

退
職
と
同
時
に
健
康
づ
く
り
推

進
員
養
成
講
座
に
誘
わ
れ
、
健
康

な
暮
ら
し
の
た
め
の
生
涯
学
習
に

と
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
栄
養

・
運
動
・
休
養
」
を
中
心
に
、
健

康
づ
く
り
か
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ま

で
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
を
少
し
で
も
地
域
活
動
に
生
か

せ
れ
ば
と
仲
間
と
お
茶
の
み
話
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。
近
所
の
お
年

寄
り
の
か
た
た
ち
の
「
顔
を
合
わ

せ
て
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
が
一

番
楽
し
い
！
」
と
い
う
声
も
後
押

し
に
な
り
、
町
内
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
か
た
と
相
談
し
「
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
サ
ロ
ン
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

ィ
ア
な
し
に
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
。

養
成
講
座
で
、
ボ
ラ
ン
ィ
ア
活
動

が
健
康
な
暮
ら
し
に
大
変
役
立
つ

と
学
び
ま
し
た
。
こ
の
サ
ロ
ン
を

す
で
に
実
践
し
て
い
る
か
た
か
ら

も
「
集
ま
っ
て
話
す
る
こ
と
は
楽

し
い
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

る
人
が
い
き
い
き
し
て
い
る
」
な

ど
健
康
な
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い

る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
元
気

に
長
生
き
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ

う
に
楽
し
く
交
流
で
き
る
「
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
」
が
町
内
に
た
く
さ

ん
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

白鷹町の「ふれあいサロン」について

　「ふれあいサロン」は、白鷹町社会福祉協議会・地域包括支援センター
の支援により、お年寄りの健康な暮らしのために「気軽に集まって楽しく
過ごす」「お互いがつながりを持てる場」をボランティアを中心に提供して
います。平成20年２月現在、町内22カ所で実施されています。
　これから「ふれあいサロン」の開催を考えているかたは下記にご相談く
ださい。
◇白鷹町社会福祉協議会（☎86－0150）
◇地域包括支援センター（☎86－0112）

“ふれあいサロン”で

楽しんでいます！

　おしゃべりや会食会を中
心に、保健師による健康相
談、ボランティアによる芸
能を鑑賞したり、手作業の
作品づくりなどを楽しんだ
りしています。
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先生の手、サボテンの手

　保育士があかぎれの手に薬を付
けようとしていると

Ａ「どうしたの？おてて痛いの？」
保「そうなの」
Ａ（保育士の手をなでて）「本当だ。
　ママとおんなじ。かわいそう…」

保「ママもこうなってんの？」
Ａ「そう、先生とおんなじ、白い
　トゲトゲが出てるの…」

あゆかい保育園

保「あら、ほんと。じゃ、おんな
　じだね」

Ａ「こういうおてて、なんていう
　か知ってる？」

保「なんていうの？」
Ａ「サボテンのおててっていうん
　だよね」

そう言って、保育士の手をなでて

くれました。

認
知
症
に
み
ら
れ
る
症
状

　

認
知
症
に
は
必
ず
起
こ
る
症
状

が
あ
り
ま
す
。
兆
候
を
見
逃
さ
ず
、

専
門
医
に
相
談
す
る
な
ど
早
め
に

対
処
し
ま
し
ょ
う
。

◆
主
な
症
状
…

○
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
く

　

な
る

○
物
事
の
段
取
り
が
立
て
ら
れ
な

　

く
な
る

○
道
具
の
使
い
方
や
着
替
え
の
仕

　

方
が
わ
か
ら
な
く
な
る

○
よ
く
知
っ
て
い
る
人
や
物
の
名

　

前
が
出
て
こ
な
く
な
る

○
人
や
物
を
見
て
も
だ
れ
か
、
何

　

か
わ
か
ら
な
く
な
る

◆
さ
ら
に
人
に
よ
っ
て
は
、
こ
ん

な
症
状
も

○
イ
ラ
イ
ラ
し
て
落
ち
着
き
が
な

　

い
○
眠
れ
な
い

○
実
際
に
は
な
い
物
が
見
え
て
し

　

ま
う

○
目
の
前
に
あ
る
物
を
な
ん
で
も

　

食
べ
て
し
ま
う

■
介
護
に
関
す
る
こ
と
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

佳
作　

仲
間
寄
り
命
の
洗
濯
露
天
風
呂　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

名
湯
に
心
の
垢あ
か

も
洗
い
捨
て　
　
　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

湯
治
場
の
路
地
凍
て
つ
い
て
下
駄
走
る　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

〃　
　

温
泉
で
余
生
を
癒
す
浸
る
幸　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

可
愛
さ
は
温
泉
た
ま
ご
の
よ
う
な
孫　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

温
泉
宿
部
屋
に
も
て
な
し
散
り
ば
め
る　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

観
光
に
ひ
と
役
温
泉
活
か
さ
れ
る　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

湯
に
つ
か
り
自
慢
の
の
ど
を
披
露
す
る　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

古
里
の
温
泉
宿
に
あ
る
ロ
マ
ン　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

温
泉
で
旅
の
疲
れ
も
蘇
生
す
る　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

同
級
会
風
呂
で
昔
の
花
が
咲
く　
　
　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

温
泉
で
暫し
ば

し
燃
費
を
棚
に
上
げ　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

秀
逸　

郷
土
訛な
ま

り
語
る
温
泉
あ
た
た
か
い　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

温
泉
旅
行
残
る
余
生
を
温
め
る　
　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

〃　
　

温
泉
で
一
句
出
し
合
い
趣
味
仲
間　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

湯
の
好
き
な
母
の
思
い
出
な
つ
か
し
む　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

〃　
　

金
婚
の
祝
い
パ
レ
ス
の
湯
に
ひ
た
り　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

〃　
　

湯
の
花
で
温
泉
め
ぐ
り
し
て
い
ま
す　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

旅
の
湯
で
お
国
自
慢
の
花
が
咲
き　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

湯
け
む
り
の
絵
ハ
ガ
キ
一
枚
春
乗
せ
て　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

山
峡
の
四
季
が
と
け
合
う
露
天
風
呂　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

〃　
　

何
時
来
て
も
温
泉
湯
舟
春
日
和　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

五
客　

い
い
湯
だ
な
三
日
天
下
の
首
が
浮
く　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

〃　
　

憧
れ
の
秘
湯
心
身
癒
さ
れ
る　
　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

く
つ
ろ
げ
ば
本
音
こ
ぼ
れ
る
い
で
湯
宿　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

年
金
が
あ
る
か
ら
行
け
る
湯
三
味　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

露
天
風
呂
ほ
た
る
と
語
る
至
福
時　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

人
位　

老
い
二
人
湯
舟
で
絆
太
く
す
る　
　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

地
位　

秘
湯
に
も
ロ
マ
ン
が
あ
っ
た
峠
道　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

天
位　

湯
の
宿
で
苦
労
の
絆
温
め
合
い　
　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

　

軸　

平
和
で
す
過
去
忘
れ
さ
す
露
天
風
呂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

【
新
人
投
句
者
の
紹
介
】

　

新
人　

至
福
時
我
が
身
の
疲
れ
湯
気
に
乗
せ　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

　

新
人　

腕
組
ん
で
自
然
眺
め
る
露
天
風
呂　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

次
回　

「
響
く
」
三
月
末
ま
で
。「
足
音
」
四
月
末
日
ま
で
厳
守
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　 

　
　

温
泉　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選

正
し
く
知
ろ
う
！
認
知
症

　

認
知
症
は
、
脳
の
知
的
機
能
が

低
下
し
て
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

老
化
現
象
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

脳
の
障
害
に
よ
っ
て
起
こ
る
「
病

気
」
で
す
。
早
期
に
発
見
し
て
正

し
く
治
療
す
れ
ば
、
症
状
が
改
善

し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
治
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

１
年
前
に
比
べ
て
、
こ
ん
な
実

感
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
ん
な
症

状
が
顕
著
な
ら
、
医
師
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

  

・
物
覚
え
が
わ
る
く
な
っ
た

  

・
集
中
力
が
な
く
な
っ
た

  

・
段
取
り
が
わ
る
く
な
っ
た
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募　集

催　し

春
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
映
写
会

　

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
向
け
の

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
デ
オ
上
映

会
で
す
。
お
家
の
か
た
も
ど
う
ぞ

ご
一
緒
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
入
場　

無
料

▼
内
容

①
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
（
16
）

　

午
後
１
時
〜

②
い
の
ち
の
あ
さ
が
お
（
ビ
）

　

午
後
１
時
25
分
〜

③
べ
っ
か
ん
こ
鬼
（
16
）

　

午
後
２
時
５
分
〜

④
鉄
腕
ア
ト
ム
・
感
動
編
（
ビ
）

　

午
後
２
時
30
分
〜

⑤
二
十
四
の
瞳
（
16
）

　

午
後
２
時
50
分
〜

＊
「
16
」
は
16
ミ
リ
、「
ビ
」
は
ビ

　

デ
オ
で
す
。

※
出
る
の
も
入
る
の
も
自
由
で
す
。

好
き
な
時
間
で
見
て
く
だ
さ
い
。

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜

視
聴
覚
教
育
協
議
会
（
☎
84

－

７

６
７
７
）
教
育
委
員
会
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

国
家
公
務
員
採
用
試
験

大
学
卒
業
程
度

【
Ⅰ
種
試
験
】

▼
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
火
）

〜
８
日
（
火
）（
郵
送
の
場
合
は
、

最
終
日
の
消
印
有
効
）

▼
第
１
次
試
験　

５
月
４
日（
日
）

【
Ⅱ
種
試
験
】

▼
受
付
期
間　

４
月
11
日
（
金
）

〜
22
日
（
火
）（
郵
送
の
場
合
は
、

最
終
日
の
消
印
有
効
）

▼
第
１
次
試
験　

６
月
22
日（
日
）

※
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格

な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
東
北
事

務
局
（
☎
０
２
２

－

２
２
１

－

２

０
２
２
）

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

▼
採
用
予
定
者
数

○
労
働
基
準
監
督
官
Ａ（
法
文
系
）

　

約
75
人

○
労
働
基
準
監
督
官
Ｂ（
理
工
系
）

　

約
25
人

▼
受
験
資
格

(1)
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

(2)
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
か
た
で

①
大
学
を
卒
業
し
た
か
た
及
び
平

　

成
21
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　

業
す
る
見
込
み
の
か
た

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

　

あ
る
と
認
め
る
か
た

▼
１
次
試
験
日　

６
月
15
日（
日
）

▼
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
火
）

〜
14
日
（
月
）

▼
申
込
書
請
求　

最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
、
山
形
労
働
局
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
東
北
事

務
局
（
☎
０
２
２

－

２
２
１

－

２

０
２
２
）

▼
年
会
費　

３
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
文

化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

町
観
光
協
会
�
職
員
�
臨
時
�
�

募
集
�
�
�

▼
募
集
人
員　

２
人
（
雇
用
期
間

ご
と
各
１
人
）

▼
応
募
資
格　

高
校
卒
業
以
上
で
、

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
、
普
通

自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る
か
た

▼
職
務
内
容　

観
光
物
産
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
関
す
る
業
務
、
一
般
事

務
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
更
新
、
電
話
応
対
ほ
か

▼
採
用
条
件

○
雇
用
期
間

　

①
４
月
１
日
〜
11
月
30
日

　

②
４
月
１
日
〜
来
年
３
月
31
日

○
賃
金　

５
８
０
０
円
／
日
給
制

（
通
勤
手
当
別
途
支
給
）

○
賞
与　

①
１
回
、
②
２
回

○
勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
の
平
日

＊
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
場
合
は
土
日 

　

出
勤
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

３
月
17
日
（
月
）

正
午
ま
で

▼
採
用　

面
接
に
て
決
定

※
申
し
込
み
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長

井
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
井（
☎
84

－

８
６
０
９
）／
白
鷹

町
観
光
協
会（
☎
86

－

０
０
８
６
）

史
談
会
�
�
�
誘
� 

　

白
鷹
町
史
談
会
は
、
郷
土
の
歴

史
と
文
化
を
調
査
研
究
し
て
半
世

紀
。
地
域
の
歴
史
を
楽
し
み
な
が

ら
、
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
文
化
財
め
ぐ
り

②
歴
史
講
演
会

③
研
究
発
表
会

④
機
関
誌
「
史
談
」
の
発
行
な
ど

※
関
心
の
あ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご

加
入
く
だ
さ
い
。
心
か
ら
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

おしらせ

町
立
病
院
�
�
�
�
知
�
�

�
月
�
�
�
皮
膚
科
�
診
療

時
間
�
変
�
�
�
�

▼
変
更
前

・
毎
週
木
曜
日
（
午
後
診
療
）

・
毎
週
金
曜
日
（
午
後
診
療
）

　
　
　
　
　
　

←

▼
変
更
後

・
毎
週
木
曜
日
（
午
後
診
療
）

・
毎
週
金
曜
日
（
午
前
診
療
）

＊
た
だ
し
、
第
３
金
曜
日
の
み
午

　

後
診
療
と
な
り
ま
す
。

▼
皮
膚
科
の
診
療
受
付
時
間

○
午
前
診
療
受
付　

午
前
８
時
30

　

分
（
受
付
機
は
７
時
30
分
）
〜
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午
前
10
時

○
第
３
回
展
示
期
間　

８
月
１
日

　

（
金
）
〜
９
月
６
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

９
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

○
第
４
回
展
示
期
間　

10
月
15
日

（
水
）
〜
12
月
６
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

12
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

※
一
回
の
展
示
で
、
一
世
帯
に
つ

き
自
転
車
・
家
具
そ
れ
ぞ
れ
１
点

ま
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
（
複
数

申
込
の
場
合
は
抽
選
）。

■
問
い
合
わ
せ　

千
代
田
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
施
設
第
２
係
（
☎
０

２
３
８

－

57

－

４
０
０
４
）

山
形
地
方
裁
判
所
�
不
動
産
�

債
権
執
行
事
件
�
取
�
扱
�

　

米
沢
支
部
の
不
動
産
執
行
事
件

で
待
ち
時
間
な
く
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請
の

際
に
電
子
証
明
書
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
や
ま
が
た
ｅ
申
請
」

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト（http://w
w
w
.

e-yam
agata.lg.jp/

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
情
報
企

画
課
情
報
企
画
班
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－
３
１
９
７
）

�
�
�
�
�
工
房
再
生
品
�

提
供
�
�
�

　

粗
大
ご
み
と
し
て
搬
入
さ
れ
た

自
転
車
や
家
具
を
修
理
再
生
し
、

展
示
・
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
提
供
品　

自
転
車
15
台　

家
具

類
５
点
（
一
回
当
た
り
予
定
数
）

▼
応
募
方
法　

備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
よ
り
ま
す
。

▼
時
間　

日
曜
・
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▼
料
金　

無
料

▼
対
象　

置
賜
在
住
の
か
た

▼
各
期
間

○
第
１
回
展
示
期
間　

４
月
３
日

　

（
木
）
〜
５
月
10
日
（
土
）　

・
公
開
抽
選　

５
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

○
第
２
回
展
示
期
間　

６
月
３
日

（
火
）
〜
７
月
５
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

７
月
８
日
（
火
）

及
び
債
権
執
行
事
件
は
、
今
年
４

月
１
日
か
ら
山
形
地
方
裁
判
所
本

庁
で
取
り
扱
い
ま
す
。

▼
す
で
に
米
沢
支
部
に
申
し
立
て

て
い
る
事
件
＝
４
月
１
日
か
ら
す

べ
て
本
庁
で
取
り
扱
い
ま
す
。

▼
新
た
に
申
し
立
て
を
す
る
場
合

＝
米
沢
支
部
管
内
の
事
件
は
、
４

月
１
日
か
ら
す
べ
て
本
庁
で
受
け

付
け
ま
す
。

■
担
当
（
移
転
先
）・
問
い
合
わ
せ

　

山
形
地
方
裁
判
所
民
事
部
執
行

係
（
☎
０
２
３

－

６
２
３

－

９
５

１
１
）

※
物
件
明
細
書
、
現
況
調
査
報
告

書
、
評
価
書
は
、
４
月
１
日
以
後

は
本
庁
と
米
沢
支
部
の
双
方
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
物
件
の
情
報
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す(http://bit.sikkou.jp/)

。

中
は
元
金
据
置
き
が
で
き
ま
す
）

【
生
活
応
援
ロ
ー
ン
】

　

町
と
労
働
金
庫
が
協
力
し
て
低

利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。
自
動

車
購
入
、
教
育
資
金
、
医
療
費
な

ど
、
生
活
資
金
全
般
に
利
用
で
き

ま
す
。

▼
対
象
者　

会
社
等
に
１
年
以
上

勤
め
、
労
働
組
合
が
な
い
、
ま
た

は
職
場
に
融
資
制
度
の
な
い
か
た

▼
融
資
額　

１
５
０
万
円
以
内

▼
金
利　

年
２
・
０
％
（
固
定
金

利
・
保
証
料
別
）

▼
返
済　

７
年
以
内

▼
保
証
料　

年
０
・
３
％
（
県
労

信
協
の
保
証
）

※
町
の
保
証
料
補
給
制
度
が
あ
り

ま
す
。
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
は
、

町
よ
り
年
０
・
85
％
の
利
子
補
給

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫

長
井
支
店
（
☎
84

－

１
１
０
０
）

・
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
（
☎

85
－

６
１
３
６
）

�
�
�
�
�
�
申
請
�
�
利
用

�
�
�
�
�
�
�
�

　

県
と
県
内
各
市
町
村
で
は
共
同

で
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
「
や
ま
が

た
ｅ
申
請
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

「
住
民
票
の
写
し
交
付
申
請
」
な

ど
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
い
つ
で

も
申
請
が
で
き
、
交
付
物
は
窓
口

　

11
時
30
分

○
午
後
診
療
受
付　

午
前
８
時
30

　

分
（
受
付
機
は
７
時
30
分
）
〜

　

午
後
３
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
病
院

（
☎
85

－

２
１
５
５
）

融
資
制
度
�
�
�
�
�
�

【
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
】

　

県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
の

教
育
ロ
ー
ン
で
す
。
卒
業
後
、
県

内
に
就
職
・
就
業
し
た
場
合
は
、

そ
れ
以
降
の
利
子
に
対
し
て
、
元

金
２
０
０
万
円
を
限
度
に
県
勤
労

者
育
成
教
育
基
金
協
会
か
ら
年
１

・
０
％
の
利
子
補
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

高
校
、
短
大
、
大
学
、

各
種
専
門
学
校
に
入
学
ま
た
は
在

学
す
る
か
た
の
保
護
者
（
ど
ち
ら

か
が
会
社
等
に
お
勤
め
の
か
た
）

▼
融
資
限
度
額　

最
高
１
０
０
０

万
円
ま
で

▼
特
別
金
利
（
固
定
金
利
・
保
証

料
込
み
）

　

５
年
以
内　

２
・
70
％

　

７
年
以
内　

３
・
05
％

　

10
年
以
内　

３
・
35
％

※
随
時
受
付
を
行
い
ま
す
が
、
特

別
金
利
に
つ
い
て
は
、
４
月
30
日

（
水
）
ま
で
受
け
付
け
期
間
内
に

実
行
す
る
も
の
で
す
。

▼
融
資
期
間　

10
年
以
内
（
在
学

役場観光ショーウインドー

　東中学校美術部作品
作品名「よってけろ」

　今年度一年間を通し、たくさんの

お客さまが訪れる役場玄関を彩って

いただきました。

　東中美術部の皆さん、本当にあり

がとうございました。
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

荒砥乙 新宮 利　幸 真
ま

　央
お

悦　子

畔　藤 大木 和　彦 心
しん

千　春

山　口 榎本 良　史 千
ち

　桜
はる

恵　子

鮎　貝 伊　 高　志 愛
まい

　来
ら

美　幸

山　口 中川 大　嗣 久
ひさ

　綱
つな

美　里

荒砥甲 墨川 友　和 昴
すば

　成
る

綾　美

鮎　貝 武田 晃　一 拓
ひろ

　晃
あき

美代子

山　口 菅 悟 道
みち

　成
なり

咲　子

中　山 髙橋 誠　一 心
こころ

久美子

箕和田 迎田 和　明 琉
る ぎ と

葵斗恵　子

十　王 船山 渉 翔
と

　空
あ

直　美

十　王 船山 渉 羚
れ

　王
お

直　美

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（武　田　晃　一　　鮎　貝
内　　　美代子　　小国町

（山　口　　彰　　　十　王
今　　　麻衣子　　飯豊町

（荒　川　和　也　　十　王
手　塚　弘　美　　長井市

 住所　　  氏　　名  　年齢
高　岡　村　上　さ　た　73
畔　藤　岡　野　次　郎　88
畔　藤　佐　藤　良　夫　68
荒砥乙　　　賀　清　作　85
荒砥乙　木　口　生　子　69
荒砥甲　土　屋　も　よ　87
中　山　大　滝　ふみ子　80
十　王　五十峯　みとり　91
下　山　安　部　て　い　76
箕和田　江　口　　　作　78
荒砥乙　鈴　木　し　よ　88

●2月1日 ▼2月29日

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

２
月
下
旬
の
週
末
、
実
姉
の
法
事

に
参
列
す
る
た
め
、
家
内
と
二
人
で

川
越
市
に
向
か
っ
た
。
早
朝
の
白
鷹

は
寒
い
が
、
雪
は
あ
ま
り
降
っ
て
い

な
い
。
新
幹
線
で
赤
湯
か
ら
大
宮
に

出
て
、
川
越
に
着
く
。
風
が
す
ご
く

強
く
冷
た
い
。
こ
の
街
は
江
戸
時
代

の
宿
場
町
で
、
江
戸
風
情
が
残
る
瓦

屋
根
の
独
特
の
家や

並
み
が
続
く
。
小

江
戸
の
名
称
で
観
光
客
が
す
こ
ぶ
る

多
い
と
い
う
。

　

川
越
駅
か
ら
甥お

い

の
運
転
す
る
車
で

寺
院
に
向
か
っ
た
が
、
街
の
家
並
み

の
途
絶
え
る
と
こ
ろ
、
畑
の
続
く
と

こ
ろ
で
、
土
煙
が
渦
を
巻
い
て
い
る
。

車
の
進
行
方
向
は
土
煙
が
強
く
横
に

流
れ
て
お
り
、
景
色
が
薄
ぼ
ん
や
り

と
し
か
見
え
ず
、
運
転
が
と
て
も
危

険
で
あ
る
。
冬
、
山
形
に
は
地
吹
雪

が
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
。
雪
と
土

粒
子
の
違
い
だ
け
だ
。
畑
は
乾
燥
し

て
お
り
、
表
面
の
土
が
強
風
で
飛
ぶ

の
だ
ろ
う
。
こ
の
地
域
で
は
、
こ
の

日
「
春
一
番
」
が
吹
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
山
形
で
は
こ
の
よ
う

な
体
験
は
全
く
な
い
。
こ
の
あ
た
り

の
人
び
と
も
大
変
だ
な
と
思
う
。

　

法
事
を
終
え
て
の
帰
り
、
川
越
か

ら
大
宮
に
行
く
電
車
が
運
転
休
止
と

な
っ
て
い
た
。
あ
ま
り
の
強
風
に
危

険
と
判
断
し
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め

車
で
大
宮
ま
で
行
く
こ
と
に
な
っ
た

が
、
電
車
が
止
ま
る
ほ
ど
の
強
風
に

は
感
じ
な
い
。
電
車
も
意
外
な
弱
点

を
持
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
宮
駅
に
着
い
た
が
、
予
定
し
て

い
た
赤
湯
ま
で
の
新
幹
線
が
こ
れ
ま

た
強
風
の
た
め
運
休
と
の
こ
と
で
あ

る
。
や
む
を
得
ず
、
次
に
到
着
す
る

新
幹
線
の
自
由
席
に
乗
っ
て
帰
る
こ

と
に
し
た
。
１
時
間
後
、
大
宮
駅
に

着
い
た
列
車
は
す
で
に
満
員
で
あ
り
、

多
く
の
人
び
と
が
通
路
に
立
っ
て
い

る
。
少
し
で
も
混
雑
し
て
い
な
い
場

所
に
行
き
、
二
人
で
座
席
の
端
を
つ

か
み
な
が
ら
立
っ
て
い
た
。
す
る
と
、

家
内
の
前
の
席
に
座
っ
て
い
た
女
性

が
、
通
路
側
の
い
す
の
肘ひ

じ

掛
け
を
指

し
「
こ
こ
に
腰
を
下
ろ
し
て
も
い
い

で
す
よ
」
と
さ
り
げ
な
く
話
し
か
け
、

自
分
の
身
を
少
し
窓
際
の
方
に
ず
ら

し
た
。
家
内
は
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の

ご
厚
意
に
甘
え
て
腰
を
下
ろ
し
た
。

同
年
配
の
か
た
で
あ
っ
た
。
混
雑
す

る
車
内
で
、
そ
の
よ
う
な
気
配
り
を

し
て
く
だ
さ
る
か
た
の
善
意
に
出
会

う
と
、
自
然
な
「
他
人
に
対
す
る
心

の
豊
か
さ
」
を
感
じ
、
自
分
た
ち
も

見
習
わ
な
け
れ
ば
と
思
う
。
赤
湯
駅

に
降
り
る
と
、
身
を
引
き
締
め
る
い

つ
も
の
寒
さ
と
雪
で
あ
っ
た
。

　

数
日
後
、
地
域
の
お
年
寄
り
を
対

象
に
し
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に

参
加
さ
せ
た
い
た
だ
い
た
。
独
り
暮

ら
し
な
ど
日
中
一
人
で
い
る
お
年
寄

り
た
ち
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
か
た
が
た
が
自
分
た
ち
で
食
事
を

つ
く
っ
た
り
、
芸
能
を
披
露
し
た
り
、

話
し
相
手
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。

お
年
寄
り
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
た
め

に
、
元
気
づ
け
、
ふ
れ
あ
い
を
増
や

し
て
い
く
地
元
の
手
づ
く
り
の
場
で

あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
た

も
熟
年
者
が
多
い
。
Ａ
さ
ん
は
そ
ば

打
ち
の
名
人
だ
。
Ｂ
さ
ん
は
自
宅
の

伝
統
の
漬
け
物
を
提
供
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
町
の
保
健
師
も
参
加
し
て
、

血
圧
測
定
な
ど
の
健
康
管
理
も
す
る
。

元
気
を
支
え
て
い
る
月
１
回
の
場
で

あ
る
が
、
気
軽
に
楽
し
く
過
ご
し
て

い
る
様
子
か
ら
、
次
の
サ
ロ
ン
が
待

ち
遠
し
く
な
る
だ
ろ
う
と
実
感
し
た
。

地
域
の
中
で
何
気
な
く
ふ
れ
あ
い
、

見
守
っ
て
き
た
地
域
の
か
た
が
た
か

ら
の
「
普
段
着
の
善
意
」
で
あ
る
。

　

善
意
、
こ
れ
が
立
場
や
境
遇
、
年

代
な
ど
を
超
え
、
人
び
と
の
懸
け
橋

と
な
り
、
心
を
つ
な
が
せ
、
協
力
し

て
助
け
合
う
社
会
を
つ
く
る
こ
と
の

で
き
る
源
で
あ
ろ
う
。
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※幼児２人を前後に乗せて、
自転車を運転すること。


